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1. 2020年2月期第1四半期の連結業績（2019年3月1日～2019年5月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年2月期第1四半期 5,018 4.2 112 66.4 132 53.9 91 60.7

2019年2月期第1四半期 4,815 2.4 67 ― 85 403.4 56 370.2

（注）包括利益 2020年2月期第1四半期　　89百万円 （55.6％） 2019年2月期第1四半期　　57百万円 （405.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年2月期第1四半期 113.72 ―

2019年2月期第1四半期 70.74 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年2月期第1四半期 13,932 2,205 15.8

2019年2月期 13,970 2,115 15.1

（参考）自己資本 2020年2月期第1四半期 2,205百万円 2019年2月期 2,115百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年2月期 ― ― ― 0.00 0.00

2020年2月期 ―

2020年2月期（予想） ― ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 2月期の連結業績予想（2019年 3月 1日～2020年 2月29日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,008 △1.3 310 5.4 364 1.1 245 △6.1 305.88

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年2月期1Q 810,000 株 2019年2月期 810,000 株

② 期末自己株式数 2020年2月期1Q 7,693 株 2019年2月期 7,683 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年2月期1Q 802,314 株 2019年2月期1Q 802,529 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期

決算短信（添付資料）２ページ１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明をご覧ください。



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 7

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 7

 

- 1 -

㈱山陽百貨店（8257）2020年２月期 第１四半期決算短信   



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2019年３月１日～2019年５月31日）における国内経済は、企業収益の改善傾向に足

踏みがみられるものの、国の各種政策の効果もあり、雇用・所得環境の改善が続くなど、景気は緩やかな回復基調

が続きました。 

百貨店業界におきましては、インバウンドの増加が続く大都市圏の店舗につきましては、化粧品や高級ブランド

等の高額品の販売が下支えとなり、売上が堅調に推移しておりますが、その恩恵が少ない地方圏は、依然として前

年売上を下回る厳しい商況が続いております。 

このような状況の中、当社グループは中期経営計画の最終年度を迎え、そのビジョンに掲げる「日本一生き生き

とした百貨店」の実現に向け、各種の営業施策を展開してまいりました。 

営業面では、紳士服売場に、英国の老舗紳士服ブランド「アクアスキュータム」を、食料品売場に、姫路の名産

品である穴子専門店「あなご料理 柊」や、地元で人気の和菓子店「大黒屋丹治」をそれぞれ新たに導入するな

ど、地元の独自性のある商品やブランドをより一層強化することで、他社との差別化を図るとともに品揃えの強化

に努めました。また、婦人・紳士服売場の配置換えを中心とした改装を実施することで、お客さまがより買いやす

く、選びやすい店舗環境への見直しを図りました。催し会場につきましては、「北海道物産展」等の人気食品催事

や、改元を記念し、過去に人気を博した文化催事を開催することで、お客さまの集客に努めました。また、増税前

の高額品購入の需要を取り込むために、黄金展や絵画展などの、美術・宝飾展を早期に開催することで、売上の確

保に努めました。 

経費面におきましては、広告宣伝費の効率的な運用に加え、水道光熱費や販売・事務用品費の低減を図るなど、

限られた経営資源の中で効率的な運用に努めました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、宝飾・美術品等の高額品催事が好調に推移したことにより、

5,018百万円（前年同期比4.2％増）となり、営業利益112百万円（前年同期比66.4％増）、経常利益132百万円（前

年同期比53.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益91百万円（前年同期比60.7％増）といずれも前年同期を

上回る結果となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ37百万円減少し、13,932百万円となりまし

た。これは主に、季節要因による受取手形及び売掛金の増加216百万円、現金及び預金の減少322百万円などによる

ものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ126百万円減少し、11,727百万円となりました。これは主に、支払手形及び買

掛金の増加291百万円、返済による借入金の減少290百万円や未払法人税等の減少71百万円などによるものでありま

す。

純資産は、前連結会計年度末に比べ89百万円増加し、2,205百万円となりました。これは主に、親会社株主に帰

属する四半期純利益による利益剰余金の増加91百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間の業績等に基づき検討した結果、2019年４月15日付

「2019年２月期 決算短信」において公表いたしました業績予想からの変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年２月28日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,355,649 2,033,245 

受取手形及び売掛金 696,365 912,602 

商品 1,001,447 1,093,066 

貯蔵品 7,260 12,227 

その他 144,413 153,709 

貸倒引当金 △71 △90 

流動資産合計 4,205,063 4,204,762 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,326,920 3,310,412 

土地 4,728,140 4,728,140 

その他（純額） 205,600 193,927 

有形固定資産合計 8,260,662 8,232,480 

無形固定資産 127,310 126,625 

投資その他の資産    

投資有価証券 836,907 832,913 

繰延税金資産 61,049 57,984 

差入保証金 424,020 424,275 

その他 71,475 68,843 

貸倒引当金 △15,993 △14,981 

投資その他の資産合計 1,377,459 1,369,035 

固定資産合計 9,765,432 9,728,141 

資産合計 13,970,496 13,932,903 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,830,618 2,121,985 

短期借入金 1,160,000 1,075,000 

未払法人税等 110,373 38,993 

前受金 2,593,158 2,623,038 

商品券 1,157,027 1,116,787 

賞与引当金 17,565 35,240 

役員賞与引当金 4,113 － 

商品券回収損引当金 228,700 227,800 

その他 533,943 480,172 

流動負債合計 7,635,498 7,719,017 

固定負債    

長期借入金 3,830,000 3,625,000 

退職給付に係る負債 327,849 322,292 

その他 61,179 61,340 

固定負債合計 4,219,029 4,008,633 

負債合計 11,854,528 11,727,651 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年２月28日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年５月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 405,000 405,000 

資本剰余金 7,554 7,554 

利益剰余金 1,753,326 1,844,566 

自己株式 △16,391 △16,418 

株主資本合計 2,149,490 2,240,702 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 21,623 17,565 

退職給付に係る調整累計額 △55,146 △53,015 

その他の包括利益累計額合計 △33,522 △35,450 

純資産合計 2,115,968 2,205,252 

負債純資産合計 13,970,496 13,932,903 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年３月１日 
 至 2018年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年３月１日 

 至 2019年５月31日) 

売上高 4,815,649 5,018,090 

売上原価 3,781,903 3,960,546 

売上総利益 1,033,745 1,057,544 

販売費及び一般管理費 966,258 945,220 

営業利益 67,487 112,323 

営業外収益    

受取利息 98 99 

受取配当金 5 6 

受取家賃 827 807 

債務勘定整理益 30,474 30,851 

その他 14,393 15,611 

営業外収益合計 45,800 47,374 

営業外費用    

支払利息 4,271 3,452 

商品券回収損引当金繰入額 23,085 24,150 

その他 102 10 

営業外費用合計 27,459 27,614 

経常利益 85,828 132,084 

特別損失    

固定資産除却損 2,292 3,412 

特別損失合計 2,292 3,412 

税金等調整前四半期純利益 83,536 128,672 

法人税等 26,765 37,432 

四半期純利益 56,770 91,239 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 56,770 91,239 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年３月１日 
 至 2018年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年３月１日 

 至 2019年５月31日) 

四半期純利益 56,770 91,239 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,062 △4,058 

退職給付に係る調整額 1,697 2,130 

その他の包括利益合計 635 △1,927 

四半期包括利益 57,405 89,311 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 57,405 89,311 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2018年３月１日 至 2018年５月31日） 

当社グループは、百貨店業単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2019年３月１日 至 2019年５月31日） 

当社グループは、百貨店業単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。
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